げ義春 




今#の秋のぉわりに、季節はずれの台風に見舞われ慌てさせられ 
たが、そのとき、ぼくは会津の山奥にいたので、今度の台風の威 
力が、実際にはどの程度のものであるのか見当がつかないでいた。 
山の中で遭遇する台風は、いっそぅの凄味があるので、これは各 
地で相当の被害が出る だろぅと 思っていたのだが、下山後の ニ ュ 
—スでは、さほどではなかつたらしい。 

会津の山奥でも被害らしい被害はなかった。 

猿が I ぴき死んだだけだった。 
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紅葉をながめながら 
旅行をするのも悪くない 
と思い、 I 週間の予定で 
東北地方を大ざっぱに I 周した 
のだが、紅葉のシ—ズンは 
過ぎていた。 











福島県あたりなら、 

まださかりだろぅと思い、 
会津線の湯野上から ^ 
鶴沼川を遡り、 

さらに支流の f 
二岐溪谷沿いを ^ 
テクテク登つて i ? 
いたのだが、 ここも〇 
落葉が始まつていた。ジへ 




寒い地方の紅葉は I 気に染まり、瞬時に落葉す 
聞いていたが、それは、 まさに 土砂降りといつ 
そぅいぅ光景を初めて見ると、何か異変の起こ 
前兆ではないかしらと思つ たりして 
かえづて不気味に さえなる。， . 


0 


— 87 — 


















































































ほかに 

モミジの精進 
あげ、ワラビの I 
-漬物、マタタビ1 
の甘露煮 
なんかも 
あります 


X1C 


爺さん婆さ， 

宿を閉じて、 

くを 

このあたりは一年の半分 
近くを雪にとざされる 
ので、紅葉を過ぎると 
客はパッタリ来 
なつて しまぅ の 


. 麗 






1 


爺さんは、 

「ここに宿を開業 
したのは失敗だつた 
ともらし ていた。 
つとめていた役場の 
退職金で、ささやか 
小屋を建てたのだが 
夏期だけの客相手 
では経営がぉぼつか 
ないと言ぅのだ。 k 


1 
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ぃぃ名前だ ( 
それでは^ 
きぶの名前は 
何といぅ 
のかね 
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魚の格付けを 
釣り方のむずかしさで 
決めるなら、 
まさに他1だろぅ。 
イワナの大物を釣リ上 
げると、誰でも心膝は 
脳天にとび上がり 
目 ^くらくら 
するそぅだ。 ノ 




ぼくは、イワナは 
川魚の王様だと思 
いる0 

淡水魚としては 
最も揉高の高い溪： 
樓んでいるからだ' 


ということは、その辺りに 
ざらにいる魚ではないのだ'° 
ごつい顔つきはケンカにハ 
強そうだし、 

蛇なんかバクリと \ 
やられてしまう 
だろう。 


1 
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あんたの 
その顔色 
では 

イワナを 
見てきた 
ね 
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バナナの 
ような 

もの… 


はじめての 

ものと 

いうと 



そこに 

ウジ虫の 

よぅな 

ものが 

いっぱい 

つまつて 

いました 


野性の 
ケモノは 
めったに 
人前に 現われ 
ないもの 
ですが 


隹ド Jra 

1115 / ォ 

いたず 
するの 


ずら j 


たとすると 
初めて 
見るもの 
にも 

手を出して 
みる好奇心は 

もつている 
わけですね 


さあ？ 

どうですかね 


私は習得的 
なものたと 
思います 
がね 


猿の 食用品目 
はかなりの 
数があると 
思いますか 
それは 
生得的に 
決まつている 
ものか 
どうか 


とこ'で 

野性の猿の 



一一度も現われ 
たのは相当 
弱つている 
からで 


しよう 


病気や怪我 

る AJ 

温泉を求めて 
やつて来る 
のです 
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大袈裟な 
勢いで 
やつて来た。 
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清冽な流れは 
たちまち 
濁水の渦巻 
激流と化し 
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何かいる 
のだな 


どぅした 
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